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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞

・本日15：30～浜辺信明様のケア会議が開催予定（出席者:藤田）。
・5/11(木)16：00～プログラム班ミーティング
・5/12（金）15：00～外来・通所・センター・コメ・医事合同カンファレンス

[各種提出期限]
・本日、経過録とデータベース更新
[研修予定]
・5/10（水）法人研修（ビデオ研修）
・5/12（金）外部研修「ADHD」
・5/15（月）院内研修
[看護学生実習予定]
・本日、千葉高等学院の看護学生2グループ目(5名)の看護実習

・5/17(水)八戸短期大学の看護学生1グループ目(5名)の看護実習予定

 [各種提出期限]

・5/10(水)経過録（月1回提出者）、データベース更新(新規利用者の情報や等級･年金手帳の確認等)

[体験利用予定者]

・寺地啓喜様：5/11(木)

・久保興介様：5/11(木)

・高橋将一様：6/13(火)
・阿部　わかえ様：次回の診察日時を確認しておくこと

※各体験利用予定者が、正式利用へと繋げることが出来るように介入を行なうこと。

＜利用者様情報＞

デイケア
・笹目子　誠様～見学から数ヶ月時間が空いたが、本日体験利用をしている。集団にはなじめていないようであり、1人で過ごしていることが多い。プログラムについて説明をし、何に出るか意思を確認すると、ボソボソと答えている。会話に置いて言葉がうまく出ない様子やジェスチャーのみで表現することがある。あまり話し掛け過ぎると負担になる可能性が考えられる為、適宜介入していく。
・赤松　翔太様～通所したくないとの理由で母様から欠席の連絡が何度かあり通所出来ていなかったが、本日は何事もなかったかのように通所し、実習生とは楽しそうに話をしている。休んでいた間のことを聞くと「大丈夫」と答えているが、何を質問しても「大丈夫」と答えているため、真意は不明である。定期的に通所出来るようにご家族様を含めて介入していく。
・大下　伸治様～来所後に頭痛を訴え、「ぼんやりする」と話している。血圧や体温に異常はないが、頭痛が治まらないため静養室を利用している。休んだあとは「スッキリした」と話している。

・澤口　利香様～普段通り来所しており、坂を登ってきたため「疲れたー」と話している。革細工の作品をメルカリに出品したいと意欲的に取り組んでいるが、一定の作業を終えると時間を持て余しており、母様に「帰りたい」と連絡している。しかし、母様に説得されたようで帰らずに診察まですごしている。昨日、外来看護師から情報提供があり、病状の悪化が考えられることから入院予定となっている。

・田名部浩平様～自分から仕事の話をしており、6月からうみねこ幸房の利用日を増やす予定であると話している。

・北村　奈美様～昨日20：10に電話があり、デイケアで特定の利用者（根地戸恵様）に関して話している。今後、根地戸様と同じ利用日は避けたいと考えており、金曜日のみの利用を考えているとのこと。自身の判断のみで決めるのではなく、担当スタッフや主治医と話してから結論を出すことを提案すると納得し、電話を終えている。

デイナイトケア
・倉橋　生子様～青風荘より情報提供があり、昨日帰荘後に血圧がやや高値であったが、今朝は正常値に近い値であったとのこと。本日は、不調の訴えはない。

・千葉　輝夫様～昨日、口調を強めた件や怒った態度をとっていたことを息子様に情報提供している。本日、9時頃息子様から青陽館に連絡があり、本日の様子についての問い合わせがあり情報提供をしている。昨日とは異なり、口調や表情は穏やかである。ケアマネージャーや主治医に息子様から密に情報提供したいと希望があり、変化があった際はノートに記載することや直接教えて欲しいと希望している。最近の自宅での様子について息子様から情報提供があり、流し台に灯油ポリタンクを置いており、水を入れた可能性があるとのこと。またポリタンクのふたをペットボトルのふた代わりに使用しており、物を正しく認識することが難しくなっていることが考えられる。

・稲垣　ふき様～青風荘より情報提供があり、昨日帰荘後に左目がゴロゴロすると訴えていたとのことで、病院受診については検討中とのこと。デイナイトケアでは不調の訴えはない。

・古川　富蔵様～青風荘より情報提供があり、昨日帰荘後に目の痒みを訴え、充血が見られていたとのこと。今朝は治っており、デイナイトケアでも不調の訴えはない。

・津嶋イチ子様～昼食後に表情をかたくし、「富秋さんに蹴られた」と話している。相手に事情を聞くと、寝ているときに津嶋様が放屁し、自分にかけられたと思い蹴ったとのことで、蹴られたことは事実である。振り返りをすると、人が横にいるところで放屁したことへはなんとも思っておらず、社会一般的なマナーから考えてみるように伝えると、相手に謝罪したいと申し出ている。食事中に放屁することもあり、今後についてはトイレに行くようにアドバイスをすると「今度からトイレに行くね」と話している。

・吉田　富秋様～津嶋イチ子様に放屁されたことに腹を立て、蹴ったとのこと。振り返りをするが謝罪の言葉は出てこず。しかし、反省した様子は窺える。腹が立っても蹴ることは対応としてどうかと振り返りをすると、相手に謝罪の意を伝えている。

＜外来情報＞
・我満　望　様～ふらっとにはあまり行かないと話すが、買い物や散歩へは行っているとのこと。家に居ると体力が低下する為、適度な運動を勧められている。日中眠るとなかなか起きれないと話し、仮眠は30分位にし、夜間眠るようにと助言を受けている。

・細谷地与蔵様～特に変わらない様子。お薬手帳を持っていないと話すが、リュックの中に入っている。きどくクリニックに行っていないと話し、4/5最終受診となっている。妻様へ連絡し、受診予定について確認していく。今後は内科の薬はきどクリニックで処方予定。

・東海林康之様～妻様の言動を冷静にたしなめている。薬の錠数を気にしており、確認している。

・東海林紀子様～飲酒を週1L以内と決めていたが守れない事があり、「自己責任でしょ。」と夫様にたしなめられている。主治医より、飲酒について指導している。体重増加を気にしているが、生活習慣や基礎代謝の低下が考えられる事を言われ、納得している様子がある。

・番沢　政勝様～特に変わりなく、頭痛もなくなったとの事。GWはデイケアへ行っていたと話す。グループホームでの生活については、「皆が起きてて、睡眠不足。」と話している。

・川口　尚良様～この2週間も断酒が出来ていたと話している。何とか断酒を続けていきたいと話している。

・淡路智恵子様～最近の様子について、「採血等色々済んだので、落ち着いた感じ。」と話している。

・福井　彩　様～身体面での脱力症状はなく経過されている。今後、医療事務系の仕事を考えて資格を取るつもりでいると話している。精神症状的には落ち着いているが、まだ金銭管理が出来ていないと話す。衝動的に靴や服を買ってしまうとの事。

・繁名　和恵様～顔や頭が痛くなることがあったとのこと。幻聴が最近強くなってきたと話しているが、病識は保たれている様。夜間の睡眠もとること出来ていると話している。
・倉橋　生子様～他利用者への干渉やトラブルはなく経過している。血圧が高値になることや夜間、中途覚醒があったと話している。落ち着いており、疎通も良好。

・藤村　翔　様～花見に行ったりと落ちついて過ごす事が出来ていたと話している。時折、大声を出したくなる事があるとの事だが、どんな時か聞かれ、わからないと話している。食事、睡眠は安定してとること出来ていると話している。
・野月　利章様～体調は良いと話し、表情や話し方が明朗になってきている様子が窺える。精神症状としては、苛々や抑うつ感はないと話している。

＜事例検討会＞

カンファレンスシート（　倉橋　生子　様）

実施日：H29年5月10日（水）13：30～14：00

担当：慶長
検討内容　目標・計画の検討

	氏名
	倉橋　生子
	性別
	女
	年齢
	64
	生年月日
	昭和26年1月26日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	

	治療方針（医師の指示）
	①基本的生活習慣の習得

②運動の習慣化

③対人関係の改善

④作業能力・持続性の向上

⑤病識を身につける

	本人希望
	青風荘で生活したい。

	家族希望
	青風荘での生活を続けて欲しい。

	入院歴
	計　4回（最終：H23年10月31日　～　H25年8月16日　青南病院）

	通所歴
	　1回目

· 今回：平成H25年8月19日～現在　　（週5回）

	その他サービス利用
	青風荘入所中

	住居：青風荘
	家族構成
□

　　　□

　　　◎

■　

　　　■

●

　　　○　　　○

　　　　　　　

　　　□　　　○

	利用制度
	精神障害者保健福祉手帳1級
	障害基礎年金1級
	


【目標・治療計画（現在）】
	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状を崩さずに、現在の生活を継続できるようにする。
	①薬管理ができるようになる。


	①薬が変更になった際は、自分の精神面、身体面の変化を把握することができる。
	①忘薬なく服薬することができる。(現在、昼食後薬はスタッフ管理となっている。)

	
	②対人トラブルを自ら起こさないようになる。
	②不調時に対人トラブルを起こすため、自分の不調を把握することができる。
	②不調を感じたらすぐスタッフに相談する。相談にて対処法を一緒に検討し実践していく。スタッフは相談があった際には対処法を一緒に検討し、実践しやすいよう具体的な方法を伝えていく。（※今後、定期的に面談を行い、ストレスがあるか確認し病状観察していく。）


【検討内容】
	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①薬が変更になった際は、自分の精神面、身体面の変化を把握することができる。
	・薬の変更や体調不良に関する報告は自分からしており、薬の飲み忘れはない。不調として足の重さを訴えることが多く、状況を詳細に聞こうとするが、ただ重いだけと話している。歩行運動をしていることや、会話中常に足を動かしている様子が目立っている為、スタッフから休養してみるよう促すが、行動に移すことはない。

・青風荘でも薬の飲み忘れは見られていないが、不調を訴えた際に薬を何で部屋に持って来てくれないのかと不満を話すことがあるとのこと。

・血圧が高いことを気にし、特定スタッフへ声を掛け、過剰に測定することがある。実際に血圧は高値ではあるが、自覚症状は何もなく、不調の訴えはない。測定しすぎることによって気になってしまい、血圧が高値になっている可能性が考えられる。
	・薬の飲み忘れはないが、不調への対処は、処方薬の変更のみで行っており、自身で行える対処方法は実践していない。①の目標計画を不調への対処方法に関する目標に変更し、自身でできる対処法を身につけ、安定した体調を維持出来るように関わることとする。

・夕食後薬については、今後デイナイトケアにて服用し、様子を見ることとする。

・血圧については、主治医へ情報提供し、測りすぎずに様子を見る為に、朝、昼、夕の3回のみ測定するように声を掛けてもらうこととする。

	②不調時に対人トラブルを起こすため、自分の不調を把握することができる。
	・先週の診察時に、主治医から本人は気を付けている歌を歌うことや、大きな声を出してしまうことを指摘され、「何言ってもちゃんと返答してくれない」「やってないことやっているって言ってた」と不満を話している。実際は、大きな声を出すことは変わらず見られており、歌を歌うことはデイナイトケアでは見られなくなっているが、青風荘では見られているとのこと。本人は歌っていないし、大きな声を出さないようにしていると話す。本人と現状を振り返ると、苦笑いしながら受け入れたり、不満を訴えたりとスタッフによって対応が変化している。

・本人に気になることがあると食事を食べなくなり、ロッカー室に篭ってしまうことがある。青風荘スタッフと面談を行い、食事はしっかりと食べ、みんなと行動することを約束している。一時的に同行為は見られなくなるが、時間が経過すると同じ行動が見られている。また、気になることについては、青陽館特定スタッフ2名（工藤、慶長）へ声を掛けることが多く、時間枠関係なく長時間話すことが目立っている。

・本人が気になることは一方的に大きな声で相手へ訴えており、不機嫌な時は目の前を通っただけで大きな声で不満を訴えることがある。
	・不調時に対人トラブルを起こしている現状があるが、対人トラブル以外にも集団生活にて時間を守ることや周囲の状況を見ながら行動する等、全般的なマナーに注意する必要がある。②の目標計画を、生活を維持する為のマナーを守ることとし、集団生活におけるマナーに注意しながら、現状の生活を維持出来るように関わっていく。




【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	①病状を崩さずに、現在の生活を継続できるようにする。
	①不調への対処を自身で出来るようになる。
	①不調を感じた際には、自身で出来る対処法を検討し実践出来るようになる。
	①不調時にはスタッフに相談し、自身でできる対処法をスタッフと検討しながら実践する。スタッフは本人ができる具体的な対処法を一緒に検討し、実践を促していく。実践出来ない場合は、本人と状況の振り返りを行い、対処することの必要性を説明しながら実践出来るように繰り返し説明して行く。

	
	②生活を維持する為のマナーを守れるようになる。
	②デイナイトケアの時間枠を守り、場を乱さずに行動できるようになる。
	②プログラムや食事の時間を守り、不満や気になることを一方的に話さずに過ごせるようになる。スタッフは本人が出来ていることは評価しつつ、場を乱す行動があった際には状況の振り返りを行い、マナーを守る必要性を伝えていく。また、時間枠を守らずに行動しようとした場合は、本人に状況を伝え、時間を守りながら行動するよう一貫して対応していく。


